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露頭3



ＬＣリニアメント

・ＬＣリニアメント
に対応する位
置において、
中位段丘堆積
層に変位・変
形を与える西
傾斜の逆断層
が認められる。

・断層による変
位量は古い地
層ほど大きく、
十和田大不動
火山灰（約3.2
万年前）にま
で変位・変形
が認められ、
さらに上位の
十和田八戸火
山灰（約1.5万
年前）には及
んでいない。
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２．敷地周辺陸域の断層等の評価 ２．１ 敷地近傍（敷地を中心とする半径５km範囲）の断層等
２．１．１ 出戸西方断層

Ｄ－１露頭及びＤ－１露頭前トレンチ調査結果 （平成16年（H16）の調査結果（Ｄ－１露頭（H16）法面スケッチ））

まとめ資料
（2018.10.31）

資料1-3 p53 再掲



・露頭の観察結果から、第四紀後期更新世以降の累積的活動は明らかであり、平均変位速度は約４ｍ/10万年と見積もられる。
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２．敷地周辺陸域の断層等の評価 ２．１ 敷地近傍（敷地を中心とする半径５km範囲）の断層等
２．１．１ 出戸西方断層

Ｄ－１露頭における活動性検討結果

まとめ資料
（2018.10.31）

資料1-3 p54 再掲



露頭4





海成段丘の区分の対⽐

海洋酸素同位体
ステージ 年代 渡辺 教授

⽇本原燃
（渡辺教授によ

る呼称）

MIS 5e 12〜13万年前 M1 M1 （M1）
M2 （M1ʼ ）

MIS 5c 10万年前 M2 M3 （M2）
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⽇本原燃 資料１－３ 再処理施設、廃棄物管理施設、
MOX燃料加⼯施設 敷地周辺の活断層評価について、 2020/02/21



下北半島の太平洋側の海岸線沿いには
標⾼30〜40mの海成段丘がひろがっている

海域の⼤陸棚外縁断層が、過去から現在に
かけてくり返し活動し地震を起こし
陸地を隆起させてきた結果である

⻑⼤な活断層が南側で枝分かれし、
その⼀⽅が六ヶ所再処理⼯場の直下に潜り
込んでいて、敷地の近傍の⼟地を⼤きく
変形させている

共同通信2008年5⽉24⽇より

六ヶ所断層（⼤陸棚外縁断層）の活動による
六ヶ所再処理⼯場の敷地近傍の⼟地の変形の様⼦
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Ｒ
Ｓ１ Ｍ１

・地表地質調査・ボーリング調査の結果、鷹架沼南岸
の地質は、下位より鷹架層上部層（T３）、砂子又層
下部層（S１）、六ヶ所層（R）、中位段丘堆積層（M１）
等からなる。

・図の西端付近の露頭において、鷹架層上部層（T３）
と砂子又層下部層（S１）との不整合を確認した。

・図に示す各露頭において、砂子又層下部層（S１）と
その上位の六ヶ所層（R）との傾斜不整合を確認した。

２．敷地周辺陸域の断層等の評価 ２．１ 敷地近傍（敷地を中心とする半径５km範囲）の断層等
２．１．１ 出戸西方断層

鷹架沼南岸の地質調査結果（地質平面図）

90

第325回審査会合
（2019.12.20）

資料1-１ p363 加除修正



鷹架沼南岸の地形・地質（3）
地下構造には⾮対称な向斜構造
M1⾯が異常な傾斜を⽰す部分は想定される六ヶ所断層の
地表延⻑部での変形である
S1の中には地層が変形してずれていることを⽰すような構造（a,b,c）

22



東西

露頭１
露頭２

Tkh露頭 Ａ’Ａ

↑ 折点１ ↑ 折点２ ↑ 折点３

露頭３
露頭４

露頭５

注）地質断面図中のTkh露頭、露頭1～5など、露頭情報
については、スケッチ図の左右を反転して投影している。

東西
Ａ’Ａ

↑ 折点１ ↑ 折点２ ↑ 折点３

縦：横＝1：1

・砂子又層下部層（S１）は、向斜軸の東側では概ね10°前後で北西に傾斜し、
非対称な向斜構造の東翼部を形成している。

・六ヶ所層（R）の内部構造の傾斜方向はバラついており定向性はみられない。

・六ヶ所層（R）は、約15～20mのほぼ一定の層厚で東に緩く傾斜しており、向
斜構造を形成する下位層とは非調和な分布を示している。

２．敷地周辺陸域の断層等の評価 ２．１ 敷地近傍（敷地を中心とする半径５km範囲）の断層等
２．１．１ 出戸西方断層

鷹架沼南岸の地質調査結果（周辺）（地質断面図）

第325回審査会合
（2019.12.20）

資料1-１ p360 加除修正
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鷹架沼南岸の露頭調査の結果から地層
区分を“補間して”描くことの恣意性
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原⼦⼒規制委員会の審査は「敷地内及び敷地周辺の地質・
地質構造調査に係る審査ガイド」に反する
〔解説〕
（１）〜（４）省略
（５）顕著な海岸隆起によって累積的な変位が認められる地域では、
弾性波探査によって断層が確認されない場合でも、これをもって直ちに
活断層の存在を否定せず、累積的な変位を説明する適切な地殻変動を
検討する必要がある。また、海底に顕著な変動地形が認められる場合にも、
それを合理的に説明できる活断層を想定する必要がある。

渡辺教授の『科学』、Vol.89 No.12（2019年12⽉）(甲D３２７)の冒頭でも、
下北半島東部全体の隆起について指摘されている通り、六ヶ所地域には
標⾼30〜40メートルの中位段丘が広く分布している。にもかかわらず、
六ヶ所再処理⼯場の審査では、この海岸隆起を合理的に説明する活断層
（⼤陸棚外縁断層および六ヶ所断層）が想定されていない。このような審査は、
「敷地内及び敷地周辺の地質・地質構造調査に係る審査ガイド」に違反する
ものであり、このような誤りは看過しがたい重⼤なものである。
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産総研 20万分の1 地質図幅
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第 6.6－９図 敷地周辺の主な活断層から想定される地震のマグニチュード－震央距離 

注）震央距離Δは敷地から断層の中心までの距離とする。 

 [Ⅳ]，[Ⅴ]，[Ⅵ]は気象庁震度階級で，村松（1969
（１５）

），勝又・徳永（1971
（１６）

）による。 

（ｋｍ） 震央距離 ⊿ 

1．青森湾西岸断層帯 
2-1．津軽山地西縁断層帯（北部） 
2-2．津軽山地西縁断層帯（南部） 
3．折爪断層 
4．横浜断層 
5．Ｆ－ａ断層 
6．Ｆ－ｂ断層 
7．Ｆ－ｃ断層 
8. 上原子断層～七戸西方断層 
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第 6.6－24図 「出戸西方断層による地震」の断層モデル 

（基本モデル・短周期レベルの不確かさケース） 
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第 6.6－26 図 「出戸西方断層による地震」の断層モデル 

（断層傾斜角の不確かさケース・断層傾斜角と短

周期レベルの不確かさを重畳させたケース） 

 



4－6－203 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（a）要素地震の震央位置 
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（b）観測記録の波形

の不確かさケース 
敷地 

アスペリティ 

震源断層面 

出戸西方断層 
（約 11km） 

要素地震 

※図中の震源断層面は，断層傾斜角の不確かさケースの震源断層面を示す。 

第 6.6－28 図 要素地震の震央位置及び観測記録の波形（内陸地殻内地震） 

[最大 9.4(cm/s2)] 

[最大 6.7(cm/s2)] 

[最大 7.7(cm/s2)] 
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第 6.6－32図(１) 応答スペクトルに基づく地震動評価結果 

と基準地震動Ｓｓ－Ａの比較（水平方向） 
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